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　強相関電子系において現れる様々な量子現象に興味を持って、低

温の物性実験研究を推進しています。特に、高温超伝導体、鉄系超

伝導体、重い電子系超伝導体などの非従来型超伝導における超伝導

対称性や電子相図の解明を、低エネルギー準粒子励起に敏感な物理

量である磁場侵入長や熱伝導率の精密測定により行ってきました。

また、量子相転移現象にも着目し、化学組成や磁場、さらに次元性

などの温度以外の外部パラメータを制御することにより量子臨界点

の物理を研究しています。

　新学術領域では、我々が世界ではじめて成功した Ce を含む重い電

子系エピタキシャル薄膜成長の技術 [1,2] を用いて、人工的に空間反

転対称性の破れを制御した超格子構造を作製し、その物性測定から

空間反転対称性の破れの効果を明らかにすることを目指します。図

１は重い電子系超伝導体 CeCoIn5 と、同じ結晶構造を持つ通常金属

YbCoIn5 の超格子の一例です [2]。このような超格子において、特に、

ｆ電子と伝導電子の混成による重い電子状態が実現する Ce 原子を含

む層の層数を固定し、通常の金属状態である Yb 層の層数に変調をか

けることにより、反転対称性の破れを制御することが可能となりま

す。

　このような自然界には存在しない系での超伝導特性に着目して研

究を行っていきます。
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図１：重い電子系超伝導体 CeCoIn5 と、

同じ結晶構造を持つ通常金属 YbCoIn5

の超格子の透過型電子顕微鏡像とその

強度を横方向に積分したもの（右）。
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